
在籍者数からみた島根県の障害児学級の現状と展望

Special classes in ordinary schools in shimane prefecture considering

from the enr0Ⅱment of menta11y handicapped children

はじめに

西

79年度促召和54年度)の養護学校義務制実

施にともなって,島根県でも,3校のちえお

くれを対象とする養護学校が新設された.そ

れからすでに8年が経過し,来春(88年)に

は,当時小学部1年に入学した子どもも卒業

することとなる.

この間,ちぇおくれを対象とする障害児学

級の比重は相対的に低下し,法制的には対象

児を異にしているとはいえ,一般論として,

とくに教育内容・方法の面では障害児学校に

リードされる傾向にあるという印象を受ける.

これは,点在する障害児学級に比べ,障害

児学校の場合,日常的に教師集団が組織され

ており,また市町村と県という設置主体のち

がいによる財政的な基盤の差なども影響して

いると考えられる.

今後障害児学級はどのような方向にすすん

でいくのか,またすすむべきか.

このことが厳しく問われ現実的な課題とし

て浮かびあがってくる日も,それほど遠くは

ないと考えられる.

Nobutaka NISHI

そのような問題意識のもとに,ここでは学

級数および在籍者数の推移など,数的側面か

ら現状を把握することを中心に,それとかか

わる若干の問題について考察する.

1.島根県の特徴
D

表1は,島根県における「特殊学級」(以下

障害児学級)数の年次別推移である.

これをみると,60年度(昭和35年度,以下

「昭和」はSと略記)を境として急増してい

る.

ちょうどこの時期,島根県において,上田

はちぇおくれを対象とした障害児学級の実態
2)

調査をおこなっている.

当時,この急増傾向がどのように評価され,

また問題点力斗旨摘されていたのか,上田の報・

告をもとに以下に述べる.

まず上田は,この傾向を評価して,「かくし

て本県の精薄児学級は35年度を以て,急激に

膨張し,精薄児教育はここに新段階に入った

わけである.ひとえに関係諸機関の努力のた

まものであり,以上の施策が本県特殊教育の

振興に果たした役割はまことに大きいものが

あったと云わねぱならぬ」という.

障害児学級数の推移
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表1

年度

島根県内障害児学級数の推移

小学校

中学校

25 26

大久保らDによる

歴史的制約性にもよるが,そうした問題点とにいわれる「以上の施策」とは,児童・
^^

L- L-

生徒数800名以上の小・中学校に1学級以上の して挙げられているもののなかには,その後

r特殊学級」を設置する方針を県がうちだし の発展からみれば,むしろ積極的側面として

た(196のことを指しているのであるが,た 受けとめるべきものもある.

しかに,ちえおくれについて小・中あわせて, たとえぱ入級に際して,「知能条件をきめて

前年度11学級・141名から60年度には54学級・ いるものの中では,1 Q50以上75までのとこ

507名と,量的増大が顕著である.そしてこの ろが大半をしめ,一応これで良いと考えられ

数は,県下の推定数の6~8%に相当し,前 るが,下限界については,50以下が相当多数

年度の全国平均2%を大きくうわまわるもの をしめている.特に最下位よりとするものに

であった. は,低IQ児の編入が優先的に配慮されてい

一方,質的側面にかかわって,上田は問題 るわけで,これには保護者の懇望や,学校側

点も同時に指摘している. の同盾,その他いろいろな主張もあろうが,

rしかしながら反面,教育の実際面を担当 特殊学級の教育効果の点からは問題が多い」

する現場においては,急増にともなういろい (P.35).

ろな障害も多かった.特に本年度(60年度一 また表2のような調査結果を示しつつ,「ニ

筆者)新設の精薄児学級に
表2 急増期の入級条件
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あっては,'ほとんどの現場

で未経験者がこれに当たら

ざるを得なかったので,精

薄児学級として出発したは

したけれども,如何にして

その教育を軌道に乗せるか

について,困っているとこ

ろが大部分である.そこで

は編入児の判別,学級編成,

学習内容,保護者の啓蒙,

施設・設備等々の困難な問

是豆力ゞ山禾責し,・・・ー_1.

しかしながら.,障害児教

育の黎明期にあった当時の
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重障害児を入れる方針のものが".44%と

なっている.これでは後に担任がその指導に

要する手を焼くことになりはしないか.

に精薄児学級については真性の精薄児を入級

」(P39).させるべきで

いずれにせよ,60年度を境とする急増は,

障害児とその親の要求のたかまりによるもの

というより,行政による計画設置の方針が,

直接的なテコになっていたことは事実である.

いわば「からめ手」からのアプローチであっ

在籍者数からみた島根県の障害児学級の現状と展望
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ところで,なぜにこれほど明確に時期を画

して増加したのか.別な表現をすれば,なぜ

県の方針の転換があったのか.
3)

門脇らはつぎのように述べている.

「島根県では,昭和30年代に入って間もな

くはじまった過疎の現象は,昭和38年の豪雪

の後,一段と激しさを加えた.この過疎の現

象は学校教育にも重大な影響を与え,人口減

による児童・生徒数の減少は学級数減となり,

教員数削減の圧力となってきた.また,空い

た教室も数多く出現させた. そこへ昭和

35・36年から国・県の指導による特殊学級設

置の勧めがきた. それによって,昭和40

年には5年前の約2倍の116学級,そのまた 5

年後の昭和46年には,また 2倍の227学級と

なった.特殊学級を設置すれば,教員数をそ

れだけ減らさなくてもすむし,空いた教室も

ふさがる.そうした事情もあって,というよ

りも主としてそういう理由から,島根の場合

特殊学級が設けられていったという事情の方

が強かったと考えられる.」

そして同じく,みずからの調査結果をもと

に,つぎのように述べている.

「特殊学級の新設が,当初の都市部主流か

ら,昭和42年頃を境として過疎の進行ととも

に郡部主流に移っていくのである.無論人口

の集中した効率のよい都市部から始めて,次

第に人口の希薄な郡部へ及ぽしていくという

行政の一般的趨勢が充分考えられるが,過疎

の進行と郡部への新設があまりにも一致する

のである.また,昭和37年度は新設の伸び率

が僅かであるが,これは,この年度,新設費

用に対する補助が少なかったためであり,
'ア

、ー

の点からも,設置が行政主導型であったこと

を知る.」

高度経済成長政策のもと,人的能力開発の

一環として軽度のちぇおくれの子どもも位置

づけられ,いわゆる特殊教育の振興が図られ

たことが基本となっているのであるが,戦後

のべビーブームが過ぎ去って児童・生徒数の

減少傾向がみられた全国的状況とあわせて,

島根県では人口流出による過疎化の進行が,

急増の大きな要因となっていたといえる.

2.初期の障害児学級の状況

ところで,島根県における障害児学級の初

期の変遷過程については,不明確な点が多い.

たとえば,学級数をみると,上田によれぱ

ちえおくれを対象とする学級は小学校では

1954年(S29)に 2 校,中学校では1955(S.30)

に 1校それぞれ設置されたのが,はじまりと

されている.

大久保らもこの資料を採用している.

しかしながら,これが誤りであることを示

す資料は多々ある.

島根県教育委員会発行の「教育月報」(以下

月報)には,すでに1952(S27) 8月号におい
4)

て,実践報告が載せられている.

1988年3月

①私の学級人員は,現在N名で精神薄弱児

を対象にしている.学年は 2年1名,3年4
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表3 上田による年度別推移(年は昭和)

小学校

特児
殊を
学主
級と
のし
うた
ち学
精級

中学校

特児
殊を
学主
級と
のし
うた
ち山
精級

25

26

西

27

5

特殊学

総数

28

1

5

29

2

5

男

9

30

10

36

2

67

級

女

31

名,4年1名,5年

5名,6年3名,知

能指数は IQ38から

75であって,大体興

奮型が8名,安定型

が6名である.

2

2

9

194

6

32

24

38

2

6

1

特殊学級のうち,精薄児
を主とした学級

46

158

33

2

3

5

151

105

学級数

9月号に掲載された当時の指導主事の一文か

ら抜きだしたものである.

25

4

3

7

352

95

3

4

1

男

6

71

32

4

246

52

②一方,普通学校における特殊児の指導に

ついては,つとに浜田市原井小学校と八束郡

宍道小学校がある.原井校は精薄学級と身体

虚弱学級を設置し,実践と研究を重ね,

この他出雲一中,浜田二中に精薄の養護学級

が設置され,特別指導に努力をつづけている.

26年度には,もう,ろう,特殊学級担当者及

び特殊教育に理解と関心のある人々により,

島根県特殊教育研究会が発足しているので,

昨年度から特殊学級設置校について1名

増員配置されーーー特殊学級もわずか4校で将

来大いに努力せねばならぬ.本年度W・S(文

部省主催中・四国地区特殊教育研究集会一筆

者)の報告をみると,12学級以上の小・中学

校においては1学級20名程度の特殊学級を設

置することが望ましい.教員配置も別枠とす

女

1

5

164

るという結論がでている.松江市においても

近く特殊学級の誕生をみることになりまこと

に喜ばしいことである.将来4市(浜田・出

・松江および宍道町のことか一筆者)はも雲

ちろん,各地に特殊学級が編成されるよう努

力したい

つぎの②は,同じ

く月報の脇年(S.28)

22

29

37

131

131

81

23

295

81

60

212

また,月報の同じ53年(S.28) 9月号に,「出

雲市第一中学校」名で「本校特殊学級の経営

について」力斗易載されている.

」.

③本校における特殊学級設置の胎動は,新

制中学校発足とともにあった.昭和23年第1

期生進路指導の際,精神遅滞その他の事由に

よって,社会生活不適応者及び就職出来ない

生徒の一群が発見された.、この生徒等の将来

を幸福ならしめるにはどうしたらよいか゜と

強く考えさせられた.

<昭和24年度>該当生徒に対する個人面接

の実施該当生徒保護者懇談会.保護者Ⅱ名出

席.精神遅滞児の教育,特殊学級の設置につ

いて説明し,子弟の編入の諾否を求めたとこ

ろ、特殊学級に入れると嫁にもらってもらえ

なくなる"、後指を指されてかわいそうだψと

全く親心らしい理由を挙げて強く反対,タ方

になっても賛成者は1名しか得られなかった.

この後10日間担任が該当生徒の家庭を訪ねて

認識を広めるとともに承諾を求めて回り,ろ

信高
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表4

特殊学級数は小学校で10学級,中学校で2学級にとどまっている.

1954( S .29) 5.1 の状況

在籍者数からみた島根県の障害児学級の現状と展望

精薄2学級精薄 19人

混合 2学級(0.3%)その他 8人(0.2%)

くろく相手にされないのに負けず説得してよ

うやく8名の生徒を得て,これだけでも発足

しようと5月9日特殊学級一(本校では養護

学級と呼称)ーは誕生した.

中学校精薄

まナこ,1954年(S.29) 5月1日時点の調査結

果が,月報19那年(S30) 4月号(P31)に挙

げられている(表4).
5)

つぎの④は松江市の例である.

2学級(0.1%)

④本校では,一昨27年頃から特殊学級の開

設について話し合いがすすめられていました

が,遂に昨28年9月に開設の運びとなり,す

でに 1年余を経過しました.この学級は,母

衣小学校のものというより,松江市の施設と

しての性格のもので,広く市内に呼びかけた

のですが,結局その対象となった児童は,団

体知能テストによる指数50以下の者を選び,

中央児童相談所で診断を受けた結果,市内の

他校からの2名を含む精神年齢6歳以上4名,

6歳以下5名でした.学年別にいうならば,

2・ 3・4年生で,これは年齢差がひどけれ

ば指導に困るだろうと予想して意図的にそう

されたことです.

も,戦後まもなくのころから,ちえおくれの

子どものための学級を設立する動きがあり,

ほどなくして開設されたことがうかがえる.

現在および今後の障害児学級を考えるうぇで,

こうした時期の動向は参考になるが,この点

についての詳細は稿をあらためて論ずる.

上記の引用において,本稿の目的からして

不要な部分も含んでいるのは,そのような意

図による.

しかし,③に端的に示されているように,

60年(S35)以降の急増期に至るまでの学級

「数」からみた、低迷期゜に,担任教師らが

子どもの将来を思い,熱をこめて開設し運営

していたのである.この事実は,島根県の教

育における貴重な財産である.

精薄

89

45人(0.08%)

ここで昨28年とあるのは,この号は 1月号

であり,おそらく原稿は前年の29年中に書か

れたためであると考えられる.

いずれにせよ,これらの資料のみによって

障害児学級在籍者数Π.

1.全国の推移

表5は,全国の障害児学級の年次別推移を

示したものである.

図1は,表5 をもとに障害児学級について

グラフ化したものであり,図2 は同じく在籍

者数をみたものである.

1979年度にはともに大きくマイナスとなっ

ているが,これは,養護学校の義務制実施に

より,それまで普通学校の障害児学級で受け

とめられていた障害の重い子どもが,養護学

校へ転出もしくは新入学したためと考えられ

る.

1988年3月



表5 障害児学級数及び在籍者数の推移(全国)

年度

1950

小学校

1951

1952

602

増減

1953

712

1954

705

中学校

級

1955

110

651

1956

ーフ

西

808

増減

49

1957

-54

118

930

1,004

数

1958

157

133

信

1,037

1959

122

155

69

1,253

1960

651

174

15

増減

74

1,529

1961

830

242

22

33

2,029

1962

838

216

小学校

314

19

2,555

1963

179

806

276

397

68

17,513

3,203

1964

982

500

在

538

72

20,146

8

1,172

増減

-32

3,920

1965

526

714

83

18,フ"

1,318

4,667

1966

176

141

648

908

17,611

1,434

籍

1,112

5,485

1967

190

中学校

176

2,633

717

18,103

1,791

-1,402

1,374

6,429

1968

146

194

747

20,497

1,655

2,243

-1,133

1,793

フ,298

1969

Ⅱ6

者

204

818

増減

19,765

2,865

2,937

2,367

8,067

1970

357

262

944

17.314

3,285

3,667

3,044

492

8,720

1971

452

419

2,394

869

数

18,621

3,093

4,57フ

3,838

9,290

1972

1,210

694

574

769

ーフ32

20,256

2,823

5,713

-2,451

4,562

9,825

1973

730

19,168

67フ

653

24,406

10,562

420

3,983

フ,034

5,222

1974

910

23,OH

-192

794

570

1,307

増減

1,136

28,546

11,706

4,559

8,529

5,807

1975

-270

22,029

724

],635

535

10,267

1,321

34,339

12,550

5,755

6,250

1976

1,160

20,704

660

4,150

737

11,860

1,495

39,687

13,313

6,670

1,144

6,587

3,843

197フ

20,926

585

4,140

13,289

1,738

45,848

13,786

576

8,399

6,768

-982

1978

1,196

24,480

443

5,793
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在籍者数からみた島根県の障害児学級の現状と展望
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図.2.障害児学級在籍者数の推移
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表6-a,表6-bは,小

中学校それぞれについて一学

級の在籍者数を示している.島根県に関する

資料は,すべて当該年度の5月1日現在のも

のである.

表6 の場合,82~86年は,たとえばNO.1の

学級は在籍者が1名,2名,2名,0名(す

なわち廃止)と推移していったことをあらわ

している.ただし,70年および75年について

は, NO.の欄は単に学級数の総計を示すために

便宜的に記入したものであって,たとえぱNO

1の学級は 8名から6名へ変化した,という

ようには必ずしも対応してはいない.

図3 は,この表にもとずいて,各年度にお

2.島根県おける推移

さきの全国の状況は,あら

ゆる障害を含めた全障害児学

級に関する集計であったが,

島根県についてみていくにあ

たってはちぇおくれを対象と

する学級に限定する.

これは,障害児学級の圧倒

的多数がちえおくれを対象と

しており,また,他の障害の

場合には別のさまざまな問題

や特徴がからんで r数」のみ

では現状を反映させにくく ,

個別に検討しなければ実態が

つかめないと考えたことによ

る.

1988年3月

50 52 54 56 58 60 62 64 66 68 70 72 74 76 78 80 82 84 86
51 53 55 57 59 61 63 65 67 69 71 73 75 7フ 79 81 83 85

小学校・・・中学校・一合計

島根県においても,いわゆる施設内学級が

79年度を境に廃止された例がみられる.

表10によれぱ,その後もひきつづき全体と

して減少傾向にあり,86年度は,79年度に次

ぐ大幅な減少となっている.この表にはあげ

られていないが,最近各地で「ことばの教室」

など,ちえおくれを対象としない学級は増設

されている.したがって,この減少傾向は実

質的にはちえおくれの学級によるものといえ

る.

91

うまでもなくちえおく,

れの場合にも通級制の導入な

ど,やはり数値のみでは判断

がむつかしい面もあるが,

応ここでは一定の傾向を把握

することを考えている.
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表6-a 島根県学校別障害児学級(ちえおくれ)在籍者数(小学校)
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表6-b 島根県学校別障害児学級(ちえおくれ)在籍者数(中学校)

NO S45 S50

在籍者数からみた島根県の障害児学級の現状と展望

S57

10

S58 S59 S 60

10

S61

42

4

S45

43

S50

29

NO

42

S57

43

S58 S 59

55

ヨ十
平均

S60

5.96

S61

4.07

図.3.在籍者数の推移(ちえおくれ)

500

57

400

300

200

100

70年

*平均は,数値0である学校を除いて算出している.

*82-86年はーつの学校N0は同一校であることを示す.

*島根県教育委員会;島根の教育,各年度版による.

19朋年3月

75年 82年83年84年85年

吻小学校鬪中学校

244

3.12

230

3.10

ける在籍者数を,小・中別にあ

らわしたものである.

図4 は,同じく 1学級あたり

の人数の推移をグラフにしたも

のである.

これらは,島根県教育委員会

発行 r島根の教育」の各年度版

をもとにして集計したものであ

るが,同教委発行「教育広報」
6)

に掲載された数値(表7 ・表8)
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級の80%を占めている.つまり ,

ほとんどが3名以下,となってい

る.

50
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84年85年

鬪中学校

4.2

表8

51

年
度

( S )

5.8

3.9

52

1学級3名以下の学級数

これらを,今年度(87年度)に

ついて,より具体的にみるとつぎ
フ)

のようになる .

ちえおくれを対象とする全学級

の学年別構成を示したものが表9

である.

まず3名以下の学級は,表10,

図5 によると,小学校で92,中学

5.フ
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53

53

86年
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学級数
%
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小学校

学級数
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島根県教育委員会;教育広報(86年8月下)による

学級数
%
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2.8
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17.2

56

3

とは若干異なっている.

これらをみると,関係者の間で常々指摘さ

れている減少傾向はたしかにみてとれる.さ

きの全国の状況と比較してもほぽ同様の傾向

がうかがわれる.

1学級あたりの在籍者数は平均すれは'2~

3名という現状にある.全国的には小学校で

ほぼ4名,中学校で5名であるから,少人数

傾向が顕著である.

表8は,1学級3名以下の学級数である.

小・中いずれもほぼ30%が「1人学級」で

あり,小学校の場合,3名以下の学級が全学
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「1人学級」は,「教育広報コによる

小学校ではやはり

30%を超えている.小・中いずれも2名の学

級が最も多い.

つぎに視点をかえて学年の構成をみると,

小学校では2年と3年との間に境界がみいだ

せる.中学校では2年がピークとなっている

(表11,図 6 - a ,図 6 - b ).

小学校1・2年で相対的に少数であること

は,一般に入学当初低学年の時期には学力の

遅れが表面化しない,あるいはしばらく経過

をみるといったことがいわれているので,そ

れらを反映したものと考えられる.

最後に,在籍者数と深くかかわるものとし

て I Qの状況をみる(表12).

これによると,わずかではあるが83年に比

べて86年は IQ50以下の子どもの比率が高く
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表9 87年度全学級の学年構成学年別在籍者数.(87年度,ちえおくれのみ)
小学校

NO 1年

在籍者数からみた島根県の障害児学級の現状と展望

2年 3年 4年
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もを対象とするのか,従来からそ

の指標としてわが国ではIQがき

わめて重要視されてきた経緯があ

り,今後の障害児学級を考えるう

えでも無視できないからである.
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なう1学級あたりの少人数化,さ

らに障害の重度化を指摘しうる.

ちぇおくれを対象とする学級を

複数もつ学校は,86年度にはつい

に姿を消した.

「重度化」のなかみどして,話

しことば獲得期前後の子どもが入

級している例も実際には少なから

ず存在する.本来ならば養護学校

の対象児であるが,養護学校が遠

方にあり親としては自宅から通学

させたいなどの理由によることも

多い.そのような子どもには,い

わゆる 1対1の指導を重視するこ

とも時には必要であり,その意味
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表Ⅱ学年別在籍者数および全体に占める割合(87年度)

小学校

1年

中学校

在籍者数からみた島根県の障害児学級の現状と展望

26

2年

9.8

60

67

31

28.6

3年

11.フ

50

図.6
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38.9

40
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32.5

20.フ

5年

20

釘年度在籍者数(小学校)
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6年
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では必ずしも r1人学級」そのも

のを否定的に評価することは正し

くない.しかしその場合,他に,

特別のてだてをくわえるべき対象

児がいても「いくらなんでもあの

ような子どもと同列にされてはか

なわなし七といったかたちで入級

が敬遠され,したがって,重度の

子どもを受け入れるという積極的

な姿勢が結果的には「1人学級」

化を招来するという矛盾した姿も,

最近では珍しくない.

ここにあげた数字からは,他に

も多くのことが読みとれるのであ

るが,具体的な考察については別

稿にゆずるとし,歴史的経緯およ

び今日的状況を概観するにとどめ

て本稿をしめくくる.
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